







































































































内訳 好き まあ好き まあ嫌い 嫌い 合計
男子 119 32 8 6 165
女子 81 47 12 2 142




抽出語 出現回数（回） 抽出語 出現回数（回） 抽出語 出現回数（回）
1 楽しい 144 楽しい 64 楽しい 80
2 運動 82 サッカー 41 運動 43
3 ドッジボール 71 運動 39 思う 39
4 思う 64 ドッジボール 37 ドッジボール 34
5 スポーツ 57 スポーツ 29 スポーツ 28
6 サッカー 52 思う 25 バスケットボール 23
7 思い浮かべる 36 野球 20 鬼ごっこ 23
8 鬼ごっこ 35 イメージ 17 思い浮かべる 19
9 バスケットボール 32 思い浮かべる 17 好き 16
10 イメージ 30 疲れる 14 走る 16



























































































































サッカー、2 位ドッジボール、3 位鬼ごっこ、4 位バス
ケットボール、5 位野球となっており、女子において
も、1位鬼ごっこ、3位ドッジボールが挙げられている。
また、奥野ら（2016）の今までで一番楽しかった外遊び
の研究結果においても、上位 3 つは「サッカー」「ドッ
ジボール」「鬼ごっこ」であると示されている。これら
の選考研究の調査結果を踏まえると、運動・スポーツ・
運動遊びに対するイメージは、子どもたちがよく行って
いる種目や楽しいと感じている種目に関して語られるこ
とが多いことが示唆された。
②性別および運動の好き嫌いを考慮した運動・スポー
ツ・運動遊びのイメージ
出現単語数において男女での違いが見られ、「ドッジ
ボール」以外で上位にあがった運動種目が男子は「サッ
カー」「野球」、 女子は「バスケットボール」「鬼ごっ
こ」であった。また、性別および運動の好き嫌いを考慮
した共起ネットワーク分析からは、運動好きの児童は、
「ドッジボール」に加えて、男子は「野球」「サッカー」、
女子は「バスケットボール」「鬼ごっこ」に対して「楽
しい」というイメージをもっていることが明らかになっ
た。女子においては「好き」というイメージもあった。
運動嫌いの児童については、男女ともに「疲れる」と
いう語との結びつきがみられた。運動が嫌いと回答した
児童の人数がそもそも少なかったこともあり、それ以外
に単語としての明らかなまとまりは見られなかった。奥
野ら（2016）の研究において、体を動かすことや外で遊
ぶことが好きではない理由として「疲れる」が最も多い
ことが示されている。実際に個々の文章に立ち返ってみ
ると「疲れる」という単語を含む回答やネガティブ思考
の回答の割合が運動好きの児童よりも高かった。
・やりすぎると疲れる。
・疲れると思います。なぜなら激しい運動をするからです。
・疲れる
・少し長いから疲れる。
・あまり運動したくないな。
・楽しくないスポーツ。
・あんまり楽しくない。
しかし、運動嫌いと回答しつつも、ポジティブなイ
メージや自分なりのイメージをしっかりともっている児
童もいることが分かった。
・疲れるけれどやっていると楽しい。
・鬼ごっことかなら楽しい。
・サッカーで一回でもいいからゴールしたい。
・サッカーとかのルールを決めてみたい。
・ドッジボールは自分のなかで、ボール遊びで1番好きだ
から思い浮かべた。
・合気道自分の通い事だから思い浮かべた。
・ドッジボールです。僕は、投げは得意ではないがボール
をよけるのが得意です。
・たぶん、楽しいと思います。運動やスポーツをやってい
るとだんだん楽しくなってくるからです。
運動が嫌いだからといって、すべてが嫌なのではな
く、子どもたちは一人ひとり、「～なら得意」とか「～
は楽しい」、「～をしてみたい」という想いや願いを持っ
ている。もちろん運動が好きな子は好きな子で、「もっ
とたくさん遊びたい」とか「～をもっと上手くなりた
い」、「～の大会で勝ちたい」、「強くなりたい」などの願
いや想いを持っている。運動を継続していくにあたって
は、過去の運動経験やそのスポーツが好きだから、仲間
がいるからなどの要素が強いことが明らかにされている
（徳永ら、1989, 須藤、2008, 杉浦、2011）。ゆえに運動
を好きになったり、継続したりしていくために、運動と
の出会いや良いイメージは不可欠であると考えられる。
よって、子どもたちの願いや想いを受け止め、さまざま
な運動や遊びを提供したり、環境づくりを行ったりし
て、継続していけるような支援を行うことは極めて重要
であると考えられる。
児童における運動・スポーツ・運動遊びのイメージの特徴と今後の課題 一般寄稿
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3	 おわりに	
今回、児童の運動・スポーツ・運動遊びに対するイ
メージについて分析することを通し、多くの児童はが
「楽しい」と感じており、鬼ごっこや球技において人気
が高いことが明らかになった。身体を動かす機会として
は、学校での休み時間や体育授業、放課後の習い事が挙
げられる。今回よく行う運動・スポーツ種目を中心にイ
メージが表現されていたこと、子どもたちは一人ひとり
好みが異なり、様々な想いや願いを持っていることを踏
まえると、様々な仲間と好きな運動・スポーツ・運動遊
びをできる環境づくりは重要である。また、子どもたち
の中では球技のイメージが強いが、それに限らず様々な
運動・スポーツがあることを伝えていくことは、生涯に
わたって運動・スポーツを続けていくうえで必要になっ
てくると考えられる。きっかけ一つで、「楽しい」「好
き」というイメージを形成することもできるし、逆に
「嫌い」「嫌」というネガティブなイメージに変わってし
まうこともある。一人でも多くの子どもたちが、何か自
分の好きな運動や楽しいと思える運動遊びを見つけられ
るようなきっかけづくりが求められる。嫌いから少しで
も好きになれれば、子どもの身体活動や外遊びの現状も
多少は改善できるのではないだろうか。
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